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　 パ ラ メ ータ a を含 む identity−based解 の まわ りの 開弦の 場 の 理論 を考 え、そ の Siegelゲージ

の 古典解を数値的に構成 しゲージ不変量 を評価 した。そ の 結果 α 〉
− 1／2 で は安定な解が存在 し

α ＝ − 1／2 で は摂動論的真空 に対応する不安定な解が存在する こ とが 示唆され る結果 を得た 。
こ れ

らは、元の 解が α ＝ − 112で は タキオ ン真空 を与え α 〉
− 1／2 で は pure　gaugeで あ る とい う従来

の予想に対する定量 的な証拠 を与えて い る 。

　 ボ ゾ ニ ッ クな cubic な開弦 の 場の 理論 におい て 、2002 年 に高橋一谷本 に よ りidentity　state に演

算子を有限回かけた形 の 解析解 （TT 解）が構成 され、解に含 まれる パ ラ メ ー
タ α が 一112 にな る

と こ ろ で 非自明な タキ オ ン 凝縮解をあ らわ して い る と期待さ れ て い た 。 実際、解を形式的に pure

gauge の 形に書 き直 した と き α 〉
− 1／2 で はゲージパ ラ メ

ー
タ をあ らわす弦場が特異 に な っ て お

り、 そ こ で は非自明な解 に な っ て い る こ とが 示唆され る 。 しか し 、
こ の ような identity−based 解 を

用 い て ゲ ージ不変量 を直接評価す る の は、途 中で 発散す る表式 に遭遇す る ため 困難で あ る 。 別 の

方針 と して TT 解 まわ りで 元 の 作用 を展 開 しなお した理論 を考 える と、新 しい BRS 演算子 Qtが
厳密に計算で き、その コ ホ モ ロ ジーは α ＝− 1／2 で の み 消えて い る こ とが わかる 。
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　 今回は TT 解 まわ りの 理論 にお い て QtΦ ＋ Φ ＊ Φ ＝ 0 を満たす Siegelゲージ の 数値解 をレ ベ ル ト

ラ ン ケーシ ョ ン に より求め、その 解に おける ゲージ不変量 （normalize した vacuum 　energy 　fa（Φ）＝

27r2（〈Φ ，Q’

Φ〉／2 ＋ 〈Φ ，
Φ ＊ Φ〉／3）と gauge　invariant　overlap 　Ov （Φ）＝ 27r〈ラ（1c，

2）1Φv ＞1。
Φ＞2）　を

計算 した 。 数値解 は具体 的 には逐次 近似 法で 構成 した 。 そ の と き初期配位 に よ り、a ＝ 0 つ ま り

Q ’ 諞QB の と きの 非 自明解 （通常 の タキオ ン 真空解 ）か ら連続 につ なが る解 Φ1 と α　・＝　− 1／2 の 非

自明解か ら連続 に つ なが る解 Φ2 を各 α（≧ − 1／2）で 構成 した 。 その 結果、レ ベ ル を上 げて い くと
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に 近づ く傾向が 見えた 。 こ れ は α 〉 − 1／2 の と きは ポ テ ン シ ャ ル の 高さが D ブ レ ーン張力分だ け

下 が っ た安定 な解 が存在 し、α ＝ − 1／2 で はポテ ン シ ャ ル の 高 さが D ブ レーン 張力分だ け上 が っ

た不安定な解が 存在する こ とを示 して い る 。 後者は摂動論的真空を表す解 だ と解 釈で きる 。 これ

ら の 結果 は元 の TT 解が α ＝ − 112 で は Sen の 予想 に おける タキオ ン真空 を与 え α 〉
− 1／2 で は

pure　gauge で あ るこ とを示唆 して い る。

　 2005 年に Schnablの 解析解が 登 場 し て 以来 、 タキ オ ン 真空解 と い えば Schnabl 解 が議 論 され

る こ とが多 い が、今 回の 計算 は TT 解 も同様 な性質 を もつ こ とを改め て 示 した結果 で ある。
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